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特集

調査季報 vol.175・2014.12 ■ 54

《9》
海
外
に
お
け
る
子
育
て
支
援
施
策

横
浜
の
人
口
を
読
む

執
筆天

野
　
馨
南
子

株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

生
活
研
究
部
研
究
員

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

１
・
43
（
２
０
１
３
年
、
以
下
「
出

生
率
」
と
記
載
）
と
い
ま
だ
人
口

置
換
水
準
（
人
口
が
維
持
さ
れ
る

出
生
率
）
２
・
07
に
は
程
遠
い
状

態
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
海
外
の

子
育
て
支
援
策
を
俯
瞰
す
る
が
、

わ
が
国
の
少
子
化
対
策
に
資
す
る

よ
う
、「
少
子
化
を
経
験
す
る
も
再

び
出
生
率
を
回
復
し
た
先
進
国
」

に
お
け
る
子
育
て
支
援
策
を
俯
瞰

す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え

対
象
国
を
選
定
し
た
。
図
表
1
か

ら
、
現
在
で
は
わ
が
国
に
比
べ
出

生
率
が
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
高

く
、
か
つ
て
は
少
子
化
を
経
験
し

た
先
進
国
に
注
目
し
た
。
ベ
ル

ギ
ー
、デ
ン
マ
ー
ク
、フ
ラ
ン
ス
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

が
該
当
す
る
（
表
１
）。

（
25
─
54
歳
女
性
の
79
・
７
％

が
就
労
、
日
本
は
73
・
６
％
：

出

典

O
E
C
D
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m
p
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o
y
m
e
n
t 

Outlook2014

）

イ
ギ
リ
ス
の
出
生
率
低
下
は
先

進
国
の
中
で
は
早
期
で
70
年
代
後

半
か
ら
低
下
を
始
め
、
90
年
代
は

１
・
７
前
後
を
低
迷
、
２
０
０
１

年
に
は
過
去
最
低
の
１
・
63
を
経

験
し
た
。
し
か
し
97
年
か
ら
の

ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
の
も
と
、

２
０
０
３
年
の
父
親
育
児
休
暇
の

導
入
な
ど
働
く
女
性
を
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
の
徹
底
強

化
に
よ
り
短
期
間
で
間
接
的
効

果
と
し
て
出
生
率
が
急
上
昇
、

２
０
０
７
年
以
降
は
１
・
９
以
上

の
出
生
率
を
維
持
し
て
い
る
。
ロ

イ
ヤ
ル
ベ
ビ
ー
（
２
０
１
３
年
７

月
皇
太
子
の
第
一
子
誕
生
）
加
熱

も
追
い
風
と
な
り
イ
ギ
リ
ス
は
40

年
ぶ
り
の
出
産
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ

て
い
る
。
同
国
で
注
目
す
べ
き

は
、
少
子
化
対
策
は
一
切
と
ら
な

い
、
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
し
か

し
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」

の
福
祉
か
ら
く
る
莫
大
な
財
政
赤

字
を
軽
減
す
る
た
め
、
男
女
を
問

わ
ず
労
働
市
場
へ
の
参
加
を
徹
底

さ
せ
る
諸
策
に
よ
り
貧
困
対
策
を

行
っ
た
こ
と
が
、
近
年
ま
れ
に
見

る
出
生
率
の
上
昇
へ
と
つ
な
が
っ

た
。

❶
子
ど
も
の
貧
困
解
消
策
が
大
き

く
貢
献

か
つ
て
な
い
英
国
の
出
生
率
・

人
口
の
増
加
に
欧
州
の
注
目
が
集

ま
る
中
、
統
計
局
は
２
０
１
２
年

に
そ
の
要
因
と
し
て
、
①
出
産
可

能
後
期
女
性
の
駆
け
込
み
出
産
、

②
移
民
の
増
加
、
③
政
府
の
制
度

面
の
支
援
を
あ
げ
た
。
し
か
し
有

力
な
説
が
出
な
い
中
で
２
０
１
３

年
ご
ろ
か
ら
専
門
家
が
支
持
し
始

め
た
の
が
、
ブ
レ
ア
労
働
党
政

権
に
て
97
年
か
ら
進
め
ら
れ
た

一
連
の
「
子
ど
も
の
貧
困
解
消

策
」
の
効
果
で
あ
る
。「
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
：
福
祉
か
ら
就
労
へ
：

W
elfare to W

ork
」に
お
い
て
、

失
業
者
へ
の
職
業
訓
練
や
雇
用
助

成
を
行
う
一
方
で
、
就
業
へ
の
援

助
を
拒
否
し
た
も
の
に
は
社
会
保

障
給
付
要
件
を
厳
格
化
し
た
。
そ

の
他
、
勤
労
世
帯
税
額
控
除
制
度

（
低
賃
金
で
も
就
労
す
る
こ
と

を
支
援
）、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ

の
給
付
金
削
減
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
の
設
定
等
、
一
連
の
政
策
で

「
両
親
共
働
き
家
庭
が
も
っ
と
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
社
会
へ
の
戦

略
転
換
を
行
っ
た
。
法
整
備
が
こ

れ
を
後
押
し
し
、
父
親
に
対
す
る

26
週
間
の
産
休
の
付
与
な
ど
の
法

１　

わ
が
国
の
子
育
て
支
援
の

参
考
と
な
る
国
と
は

２　

イ
ギ
リ
ス
の
子
育
て
支
援
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改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
初
の

目
的
は
子
ど
も
の
い
る
家
庭
を
貧

困
に
転
落
さ
せ
な
い
、
転
落
か
ら

浮
上
さ
せ
る
た
め
の
雇
用
政
策
で

あ
っ
た
が
、
目
的
外
の
効
果
と
し

て
、
経
済
的
ゆ
と
り
を
も
っ
た
両

親
が
子
ど
も
を
増
や
す
よ
う
に

な
っ
た
。

❷
保
育
支
援
の
大
幅
強
化

　

─
家
庭
保
育
か
ら
の
離
脱
─

ブ
レ
ア
政
権
下
で
98
年
に
教
育

雇
用
大
臣
か
ら
具
体
案
が
提
出
さ

れ
た
育
児
支
援
策
「
全
国
児
童
ケ

ア
戦
略
」
に
お
い
て
、
飛
躍
的
に

整
備
さ
れ
た
の
が
保
育
施
設
で

あ
る
。「
教
育
水
準
監
査
院
（O

f　

ST
ED

）」
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

ブ
レ
ア
政
権
発
足
の
97
年
か
ら
05

年
の
比
較
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

全
日
制
保
育
所
の
定
員
は
19
万
人

か
ら
55
万
人
へ
、
学
童
保
育
の
定

員
は
8
万
人
か
ら
36
万
人
へ
と
急

増
し
た
。
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
は
伝

統
的
な
家
族
観
が
根
強
く
、
家
庭

保
育
を
重
視
す
る
あ
ま
り
公
的
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
非
常
に

少
な
い
国
で
あ
っ
た
。
両
親
の
就

労
を
重
視
す
る
政
策
へ
の
転
換
に

よ
り
、
全
日
制
保
育
へ
の
転
換
が

進
み
、
一
方
、
同
じ
期
間
に
お
け

る
家
庭
保
育
員
（
わ
が
国
の
保
育

マ
マ
）
預
か
り
定
員
は
36
万
人
か

ら
32
万
人
、
半
日
保
育
所
定
員
は

38
万
人
か
ら
24
万
人
に
減
少
し
て

い
る
。

❸
幼
児
教
育
の
強
化
に
よ
る
育
児

支
援ブ

レ
ア
政
権
が
実
施
し
奏
功
し

た
育
児
支
援
策
で
特
筆
す
べ
き
も

の
と
し
て
「
保
育
学
校
」
が
あ

る
。
親
が
希
望
す
る
場
合
、
３
・

４
歳
の
子
に
無
料
で
幼
児
教
育
が

提
供
さ
れ
る
新
た
な
制
度
で
あ

る
。
05
年
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
私
立
・
非
営
利
団
体
、
私
立
・

公
立
学
校
、
特
別
学
校
が
提
供
す

る
保
育
学
校
の
無
料
教
育
の
定
員

は
、
３
・
４
歳
児
人
口
の
98
％
を

達
成
し
て
い
る
（
教
育
雇
用
省

デ
ー
タ
）。
預
か
り
時
間
は
半
日

と
な
る
も
の
の
、
親
か
ら
み
れ
ば

こ
の
時
間
内
の
保
育
料
は
不
要
と

な
り
、
教
育
支
援
の
み
な
ら
ず
、

保
育
支
援
の
意
味
を
持
つ
。
ま
た

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
優
秀
な

労
働
力
の
育
成
強
化
と
い
う
一
石

二
鳥
の
狙
い
を
も
つ
制
度
と
し
て

も
注
目
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
イ
ギ

リ
ス
で
は
義
務
教
育
が
5
歳
か
ら

開
始
さ
れ
る
た
め
、
現
在
で
は
保

育
学
校
か
ら
小
学
校
（prim

ary 
school

）
へ
と
切
れ
目
な
く
、
子

ど
も
の
無
償
の
「
居
場
所
」
が
提

供
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

（
25
─
54
歳
女
性
就
労
率
、
84
・

０
％
、
88
・
１
％
、
84
・
８
％
）

北
欧
３
国
は
高
い
税
金
に
支

え
ら
れ
た
高
福
祉
国
家
シ
ス
テ

ム
が
大
前
提
で
あ
る
た
め
、
女

性
就
労
・
夫
婦
共
働
き
は
当
た

り
前
、「
主
婦
」
は
今
や
死
語

と
な
っ
て
い
る
国
々
で
あ
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
デ
ン
マ
ー
ク
は

１
９
８
０
年
代
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
１
９
８
０
年
前
後
か
ら

２
０
０
５
年
ま
で
少
子
化
を
経
験

し
た
が
、
い
ず
れ
も
乗
り
越
え
、

出
生
率
１
・
９
ま
で
回
復
を
果
た

し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

❶
出
産
前
後
関
連
の
経
済
的
支
援

策
─
基
本
は
無
料

日
本
で
も
健
康
保
険
か
ら
出

産
育
児
一
時
金
が
支
払
わ
れ
る
が

（
２
０
１
４
年
9
月
現
在
42
万

円
）、
北
欧
諸
国
で
は
妊
娠
中
の
検

診
・
出
産
費
用
・
出
産
後
検
診
の

全
て
が
基
本
無
料
で
あ
る
。
ま
た

医
療
費
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
は
当
面
の
ベ
ビ
ー
グ
ッ

ズ
関
連
も
支
給
さ
れ
る
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
有
名
で

あ
る
。
70
セ
ン
チ
く
ら
い
ま
で
の

ベ
ビ
ー
服
を
中
心
に
総
重
量
8
キ

ロ
も
の
ベ
ビ
ー
用
品
が
社
会
保
険

組
織
か
ら
無
料
支
給
さ
れ
る
。

❷
医
療
・
保
育
・
教
育
費
用
も
無
料

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
20
歳
未
満
医

療
費
無
料
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
そ

も
そ
も
医
療
費
は
無
料
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
も
12
歳
ま
で
無
料
で
あ

る
。
教
育
に
関
し
て
も
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
は
保
育
園
・
学
童
保
育

こ
そ
日
本
並
み
に
費
用
が
生
じ
る

が
、
義
務
教
育
か
ら
大
学
教
育
に

い
た
る
ま
で
無
料
、
デ
ン
マ
ー
ク

も
保
育
以
外
は
費
用
が
か
か
ら

ず
、
市
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
保

育
料
も
国
が
法
律
で
約
3
割
以
内

の
養
育
者
へ
の
請
求
し
か
認
め
て

い
な
い
。
ま
た
女
性
は
全
員
働
く

こ
と
が
通
常
で
保
育
を
利
用
す
る

こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
万
が
一
専
業
主
婦
状
態
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
1
歳
か
ら
プ
レ
ス
ク
ー
ル

（
幼
稚
園
：
日
3
時
間
）
が
始
ま

り
、
保
育
園
も
法
律
で
親
が
就
業

の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
は
自
治

体
が
数
ヶ
月
で
用
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
待
機
児
童
は
な
い
。
補

助
金
に
よ
り
保
育
料
は
公
立
私
立

同
額
と
な
る
。
6
歳
か
ら
高
校
ま

で
の
義
務
教
育
も
鉛
筆
1
本
に
い

た
る
ま
で
無
料
で
、
大
学
も
教
科

書
代
以
外
は
無
料
と
な
る
。

❸
男
性
の
育
児
休
業
制
度
の
充
実

北
欧
諸
国
で
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー

は
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
が

２
０
０
０
年
以
降
9
割
を
超
え
、

育
児
休
業
の
一
部
を
父
親
に
割
り

当
て
る
「
パ
パ
・
ク
オ
ー
タ
制
度
」

も
１
９
９
３
年
開
始
以
来
20
年
の

歴
史
を
持
つ
。
育
児
休
業
の
う
ち

３　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
北
欧
3
国

の
子
育
て
支
援
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父
親
が
消
化
し
な
い
と
消
失
す
る

期
間
が
２
０
１
４
年
現
在
で
は
14

週
間
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
も
１
９
９
９
年
に
同
制
度
を

導
入
、
父
親
専
用
の
期
間
が
60
日

間
設
け
ら
れ
て
お
り
、
取
得
率
は

8
割
に
の
ぼ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

も
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
が
8

割
で
あ
る
が
、
育
休
と
は
別
に
産

休
が
男
性
に
も
18
日
間
与
え
ら
れ

て
い
る
な
ど
、
男
性
の
育
児
を
大

前
提
と
し
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

（
25
─
54
歳
女
性
就
労
率
、79
・
７
％
）

ベ
ル
ギ
ー
は
１
９
８
５
年
の

１
・
５
１
と
い
う
非
常
に
低
い
出

生
率
か
ら
出
生
率
を
回
復
し
つ
つ

あ
る
。
先
進
国
の
中
で
は
最
も

低
い
出
生
率
を
経
験
し
た
国
で

あ
り
、
２
０
０
３
年
ま
で
は
１
・

６
前
後
を
低
迷
し
続
け
て
い
た
。

２
０
０
４
年
か
ら
１
・
７
を
超
え

て
上
昇
を
続
け
２
０
０
２
年
に

１
・
９
に
ま
で
上
昇
を
果
た
し
た
。

❶
生
殖
医
療
の
自
由
度
が
非
常
に

高
い
国

欧
州
で
は
子
ど
も
を
授
か
る
た

め
の
最
終
手
段
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
に

行
く
と
い
う
く
ら
い
に
ベ
ル
ギ
ー
に

お
け
る
生
殖
医
療
の
自
由
度
は
高

く
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
不

妊
治
療
先
進
国
で
あ
る
。
不
妊
は
個

人
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
の
問
題

で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
不
妊
治
療

は
基
本
的
に
健
康
保
険
の
対
象
と
し

て
無
料
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
同
性

愛
者
、
独
身
者
で
あ
っ
て
も
卵
子
や

精
子
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
通
常
の
男
女
の

カ
ッ
プ
ル
で
な
く
と
も
子
ど
も
を
授

か
る
こ
と
が
出
来
る
国
で
あ
る
。

❷
充
実
し
た
保
育
環
境

ベ
ル
ギ
ー
は
子
が
２
・
５
歳
と

い
う
早
期
か
ら
無
料
の
「
就
学
前

教
育
」
が
始
ま
る
。
３
歳
ま
で
の

児
童
に
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
施
設
保
育
が
中
心
と
な
る
。

ま
た
学
童
保
育
（
有
料
）
は
12

歳
ま
で
利
用
可
能
で
あ
る
。
３

歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

１
０
０
％
が
就
学
前
教
育
を
利
用

し
て
お
り
、
3
歳
以
下
の
子
ど
も

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
就
学
前
教
育

利
用
は
49
・
８
％
と
な
っ
て
い

る
。
ベ
ル
ギ
ー
は
わ
が
国
に
同
じ

く
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
女
性
が
女
性

労
働
者
の
半
数
を
占
め
る
が
、
非

正
規
労
働
者
と
い
う
存
在
が
な

く
、
出
産
後
も
女
性
が
働
く
こ
と

を
前
提
と
し
た
手
厚
い
保
育
制
度

と
な
っ
て
い
る
。

❸
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
育
児
休
暇
制
度

全
国
レ
ベ
ル
の
労
働
協
約
に
も

と
づ
く
「
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
」
の
枠
組
み
の
中
で
、
育
児
休

暇
と
し
て
３
ヶ
月
間
の
完
全
休
業

以
外
に
、
２
分
の
１
就
業
短
縮

６
ヶ
月
間
、
５
分
の
１
就
業
15
ヶ

月
間
が
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者
に
認

め
ら
れ
て
い
る
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム

勤
務
者
は
完
全
休
業
の
み
）。
特

筆
す
べ
き
は
、
育
児
休
暇
形
態
と

し
て
最
も
選
択
さ
れ
て
い
る
の
が

「
２
分
の
１
就
業
短
縮
」
で
あ
る

点
で
、
そ
の
様
な
制
度
が
公
的
に

存
在
し
な
い
日
本
に
と
っ
て
示
唆

に
富
む
制
度
で
あ
る
。

（
25
─
54
歳
女
性
就
労
率
、83
・
５
％
）

先
進
国
の
中
で
唯
一
出
生
率

２
・
０
を
達
成
し
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
。
同
国
は
１
９
９
０
年
代
を
通

し
て
１
・
７
台
の
低
出
生
率
を
経

験
し
た
が
、
２
０
０
０
年
よ
り
着

実
に
出
生
率
を
上
げ
、
２
０
０
８

年
に
２
・
０
を
初
達
成
、
少
子
化

対
策
を
考
え
る
先
進
国
の
常
に
目

標
と
な
っ
て
い
る
国
で
あ
る
。

❶
生
物
学
的
適
齢
期
を
維
持
す
る

た
め
の
諸
策

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
子
育
て
支
援

の
要
と
し
て
「
出
生
率
の
維
持
」

に
注
力
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
。
そ
も
そ
も
子
ど
も
が
生
ま
れ

な
け
れ
ば
子
育
て
は
出
来
な
い
た

め
、
い
か
な
る
子
育
て
支
援
策
も

意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
女
性
の
社
会
進
出
が
進

ん
だ
際
、「
欲
し
い
時
に
赤
ち
ゃ

ん
を
、
で
は
な
く
、
で
き
る
時
に

赤
ち
ゃ
ん
を
」
と
い
っ
た
宣
伝
文

句
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
た

り
し
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
２
０
０
４
年
の

政
府
機
関
「
生
物
科
学
庁
」
の
設

立
で
、
不
妊
治
療
の
全
デ
ー
タ
を

全
て
の
不
妊
治
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
か

ら
提
出
さ
せ
、
解
析
、
結
果
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
悪
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
指

導
ま
で
行
っ
て
い
る
。
日
本
の
不

妊
治
療
は
学
会
へ
の
登
録
の
み
で

行
え
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
政
府

の
許
可
制
で
、
母
体
に
危
険
を
伴

う
治
療
な
ど
が
目
立
つ
場
合
、
許

可
の
取
り
消
し
も
あ
る
。

ま
た
日
本
と
異
な
り
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
不
妊
治
療
患
者
の
平
均
年

齢
が
34
歳
と
低
い
。
不
妊
は
加
齢

が
大
き
な
疾
病
要
因
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
治
療
年
齢
が
若

い
ほ
ど
成
功
率
が
高
ま
る
。
日
本

で
は
現
在
40
歳
以
上
の
患
者
が
３

割
を
超
え
て
お
り
、
１
９
９
４
年

成
立
「
公
衆
衛
生
法
」
に
基
づ
き

43
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
で
国
か

ら
の
全
額
保
障
を
打
ち
切
る
フ
ラ

ン
ス
か
ら
み
る
と
考
え
ら
れ
な
い

「
高
齢
不
妊
治
療
社
会
」
と
な
っ

て
お
り
、
成
功
率
も
そ
の
分
低
く

な
っ
て
い
る
（
表
２
）。

❷
多
様
な
保
育
制
度

フ
ラ
ン
ス
に
は
わ
が
国
と
は
異

な
る
手
厚
い
保
育
制
度
が
あ
る
。

３
歳
か
ら
「
保
育
学
校
」
と
呼
ば

４　

ベ
ル
ギ
ー
の
子
育
て
支
援

５　

フ
ラ
ン
ス
の
子
育
て
支
援
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れ
る
初
等
教
育
が
始
ま
り
、
６
歳

ま
で
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
４
時

半
ま
で
は
授
業
、
そ
の
後
は
校
内

の
託
児
所
に
子
を
預
け
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
保
育
学
校
は
公
立

で
あ
り
、
無
料
で
あ
る
。
こ
の
初

等
教
育
制
度
の
お
か
げ
で
、
フ
ラ

ン
ス
で
言
う
保
育
は
３
歳
未
満
の

子
を
預
け
る
仕
組
み
を
さ
す
。

３
歳
未
満
の
子
の
保
育
方
法
と

し
て
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
の

が
、
実
は
親
や
親
戚
が
預
か
る
方

法
（
約
７
割
）
で
あ
る
。
わ
が
国

と
は
異
な
り
「
乳
母
文
化
」
の
歴

史
が
あ
る
た
め
、
２
番
目
に
利
用

さ
れ
て
い
る
の
は
集
団
保
育
的
で

は
な
い
「
認
定
保
育
マ
マ
」
で
、

約
２
割
の
利
用
が
あ
る
。
女
性
が

働
く
の
は
当
た
り
前
だ
か
ら
、
子

育
て
で
き
る
身
内
が
預
か
る
の
も

当
た
り
前
、
と
い
う
文
化
、
そ
し

て
３
歳
か
ら
開
始
さ
れ
る
公
的
教

育
の
保
育
学
校
が
フ
ラ
ン
ス
女
性

の
適
齢
期
出
産
を
支
え
て
い
る
。

❸
手
厚
い
経
済
支
援

フ
ラ
ン
ス
は
国
連
の
定
義
に

よ
る
「
貧
富
比
」
が
日
本
の
お
よ

そ
倍
も
あ
り
、
わ
が
国
に
比
べ
る

と
所
得
格
差
の
大
き
な
社
会
で
あ

る
。
日
仏
の
平
均
年
収
は
そ
れ
ほ

ど
差
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
は
わ
が
国
に
比
べ
一
部

の
富
裕
層
が
平
均
所
得
の
値
を
大

き
く
引
き
上
げ
て
い
る
国
の
た

め
、
一
般
的
な
カ
ッ
プ
ル
の
所
得

水
準
は
わ
が
国
よ
り
も
低
い
。よ
っ

て
子
育
て
支
援
に
公
費
投
入
は
欠

か
せ
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
教
育
は
保
育
学
校

か
ら
大
学
ま
で
公
立
は
全
て
無
料

で
あ
る
。
５
─
①
で
述
べ
た
不
妊

治
療
も
年
齢
制
限
ま
で
全
額
公
費

負
担
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
家
族
手
当
に
関
し

て
は
少
子
化
と
の
絡
み
で
紹
介
さ

れ
る
事
が
多
い
が
、
歴
史
的
に
古

い
手
当
が
多
く
、
中
で
も
出
生
率

が
低
迷
し
た
１
９
９
０
年
代
以
降

開
始
の
も
の
に
着
眼
す
る
な
ら

ば
、
認
定
保
育
マ
マ
の
雇
用
に
関

す
る
援
助
、
乳
幼
児
受
入
手
当
が

挙
げ
ら
れ
る
。
双
方
に
共
通
す
る

の
は
、
保
育
学
校
が
開
始
さ
れ
る

３
歳
ま
で
の
子
育
て
支
援
に
資
す

る
手
当
を
充
実
さ
せ
て
い
る
点
で

あ
る
。
乳
幼
児
受
入
手
当
は
、
そ

れ
ま
で
家
族
手
当
の
給
付
を
第
２

子
以
降
と
し
、
２
子
以
上
を
も
つ

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
政
策
に
よ
っ
て

出
生
率
上
昇
を
狙
っ
て
い
た
同
国

に
お
い
て
は
珍
し
い
「
出
産
順
位

を
問
わ
な
い
手
当
」
で
あ
り
、
２

階
建
て
（
基
礎
手
当
と
自
由
選
択

手
当
）
給
付
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
自
由
選
択
手
当
は
両
親
が

方
働
き
か
共
働
き
か
に
よ
っ
て
支

給
内
容
が
異
な
っ
て
く
る
。

税
制
上
子
ど
も
の
多
い
家
庭
が

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
公
平
性

の
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
家
族
係

数
（
Ｎ
分
の
Ｎ
乗
）
制
度
は
少
子

化
進
行
以
前
の
１
９
４
５
年
か
ら

あ
る
制
度
で
あ
り
、
子
ど
も
を
持

つ
こ
と
に
対
す
る
底
上
げ
制
度
で

は
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
積
極
的

少
子
化
対
策
と
し
て
位
置
づ
け
る

べ
き
も
の
と
は
い
え
な
い
。

（
25
─
54
歳
女
性
就
労
率
、75
・
８
％
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
１
９
８
０

年
代
、
90
年
代
と
出
生
率
が
低
下

し
２
０
０
１
年
に
は
１
・
73
の
過

去
最
低
を
経
験
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
は
着
実
に
回
復
を
み
せ
、

２
０
０
７
年
以
降
は
１
・
９
あ
た

り
を
維
持
し
て
い
る
。
同
国
は
出

産
に
関
す
る
国
の
補
助
金
を
大
き

く
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
出
産

を
奨
励
す
る
明
確
な
政
府
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
国
民
に
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
急
速
な
出
生
率
上
昇
に
成

功
し
た
国
で
あ
る
。

❶
少
子
化
対
策
の
目
玉
「
ベ
ビ
ー

ボ
ー
ナ
ス
」
と
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

な
政
府
メ
ッ
セ
ー
ジ

１
９
９
６
年
に
出
生
率
が
１
・

７
台
に
低
下
し
て
以
降
上
昇
を
見

せ
な
い
中
、
２
０
０
４
年
政
府
は

大
胆
な
出
産
給
付
金
制
度
と
し
て

「
ベ
ビ
ー
ボ
ー
ナ
ス
」
を
導
入
し

た
。
一
時
金
と
し
て
３
０
０
０
豪

ド
ル
（
当
時
の
レ
ー
ト
で
約
24
万

円
）
を
給
付
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
が
、
出
産
に
関
わ
る
費
用
は

公
立
病
院
で
あ
れ
ば
無
料
で
あ
る

の
で
、
出
産
関
連
医
療
費
に
出
産

一
時
金
が
消
え
て
し
ま
う
わ
が
国

と
は
支
援
目
的
が
異
な
る
。
支
給

対
象
に
は
２
歳
以
下
で
迎
え
た
養

子
、
妊
娠
中
・
産
後
の
死
産
ま
で

も
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
育

児
に
積
極
的
に
取
り
組
む
人
々
へ

の
支
援
金
の
意
味
合
い
が
明
確
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
時
の
コ
ス
テ
ロ
財

務
相
に
よ
る
「
母
親
の
た
め
に

１
人
、
父
親
の
た
め
に
１
人
、

そ
し
て
、
国
の
た
め
に
も
う
１

人 

」　
〝 H

ave  one  for  m
um

, 
one for dad, and one for the 
country 

〟
と
い
う
議
会
演
説

は
、
当
時
の
国
民
に
非
常
に
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
に
響
き
、
急
速
な
出

生
率
上
昇
を
も
た
ら
し
た
。

ベ
ビ
ー
ボ
ー
ナ
ス
は
物
価
指

数
に
連
動
し
て
２
０
０
４
年

４
０
０
０
豪
ド
ル
、
２
０
０
７
年

４
１
３
３
豪
ド
ル
、
２
０
０
８
年

に
は
５
０
０
０
豪
ド
ル
（
当
時
の

レ
ー
ト
で
約
45
万
円
）
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
た
。

ベ
ビ
ー
ボ
ー
ナ
ス
は
財
政
再

建
の
た
め
２
０
１
４
年
３
月
出
生

児
よ
り
廃
止
さ
れ
、
そ
の
分
、
育

児
手
当
が
割
増
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
変
更
が
出
生
率
に
ど
の

よ
う
に
影
響
す
る
か
注
目
さ
れ
る
。

❷
低
所
得
層
家
族
へ
の
手
厚
い
支
援

ベ
ビ
ー
ボ
ー
ナ
ス
の
と
こ
ろ
で

６　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子
育
て

支
援
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も
触
れ
た
が
、
同
国
は
公
立
病

院
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
出
産
関

連
費
用
（
健
診
・
入
院
含
む
）

が
全
額
無
料
と
な
る
。
そ
し
て

出
生
児
の
過
半
数
（
２
０
０
８

年
ク
イ
ー
ン
ラ
ン
ド
州
で
は
７

割
）
が
公
立
病
院
で
生
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
低
所
得
者
が

出
産
費
用
問
題
で
出
産
を
倦
厭

す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
所
得

に
応
じ
て
子
ど
も
手
当
が
支
給

さ
れ
る
。Fam

ily tax benefit 
A

（F
T

B
A

）、F
am

ily tax 
benefit B

（FT
BB

）
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
２
０
１
４
年
に
お
い

て
は
ベ
ビ
ー
ボ
ー
ナ
ス
廃
止
で
こ

のFT
BA

とFT
BB

の
増
額
措

置
が
と
ら
れ
た
が
、
２
０
１
３
年

ま
で
は
ベ
ビ
ー
ボ
ー
ナ
ス
と
両
輪

の
子
育
て
家
庭
経
済
支
援
制
度
で

あ
っ
た
。FT

BA

は
子
ど
も
に

対
す
る
政
府
か
ら
の
所
得
比
例
支

援
金
、FT

BB

は
16
歳
以
下
の

子
ど
も
（
ま
た
は
18
歳
以
下
の
フ

ル
タ
イ
ム
学
生
の
子
ど
も
）
が
い

る
１
人
親
家
庭
・
両
親
の
ど
ち
ら

か
に
生
計
を
頼
っ
て
い
る
家
庭
に

対
す
る
支
援
金
で
あ
る
。
こ
れ
以

外
に
も
６
歳
以
下
（
1
人
親
の
場

合
８
歳
以
下
）
の
子
を
持
つ
一

定
以
下
の
資
産
・
所
得
者
に
は

Parenting Paym
ent

の
支
給
が

あ
る
。
子
を
持
つ
低
所
得
者
に
長

期
に
わ
た
る
手
厚
い
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
経
済
的
な
不
安
で
子
ど

も
を
作
れ
な
い
と
い
う
状
態
を
出

来
る
だ
け
排
除
す
る
と
い
う
政
策

で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
２
０
１
４
年
10
月

現
在
の
同
国
福
祉
サ
ー
ビ
ス
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、

最
大
受
取
額
はFT

BA

が
２
週

間
で
12
歳
ま
で
１
７
６
・
82
ド

ル
（
約
１
７
０
０
０
円
）、
13
歳

─
19
歳
２
３
０
・
02
ド
ル
（
約

２
２
０
０
０
円
）、
障
害
児
等
加

算
56
・
７
ド
ル
（
約
５
４
０
０

円
）、FT

BB

が
２
週
間
で
５

歳
未
満
１
５
０
・
36
ド
ル
（
約

１
４
０
０
０
円
）、
５
歳
─
18
歳

１
０
５
ド
ル
（
約
１
０
０
０
０

円
）、Parenting Paym

ent

は

2
週
間
で
1
人
親
家
庭
７
１
３
・

20
ド
ル
（
約
６
８
０
０
０
円
）、

２
人
親
家
庭
４
６
０
・
90
ド
ル

（
約
４
４
０
０
０
円
）、
何
ら
か

の
理
由
（
疾
病
・
障
害
・
服
役
）

で
両
親
別
居
家
庭
５
５
２
・
40
ド

ル
（
約
５
３
０
０
０
円
）
が
支
給

さ
れ
る
。
よ
っ
て
5
歳
未
満
の
子

が
1
人
い
る
特
殊
事
情
の
な
い
２

人
親
家
庭
の
最
大
受
取
額
は
、

上
記
合
計
だ
け
で
も
２
週
間
で

７
８
８
・
08
ド
ル
（
１
７
６
・

82
＋
１
５
０
・
36
＋
４
６
０
・

90
＝
７
８
８
・
08
ド
ル
、
約

７
５
０
０
０
円
）と
な
っ
て
い
る
。

一
口
に
子
育
て
支
援
策
と
い
っ

て
も
、
生
殖
医
療
の
効
率
化
に
よ

り
人
口
増
強
に
注
力
す
る
フ
ラ
ン

ス
、
福
祉
国
家
を
支
え
る
税
収
確

保
の
た
め
の
男
女
共
働
き
推
進
と

子
育
て
支
援
を
両
軸
と
す
る
北
欧

諸
国
、
世
界
に
冠
た
る
不
妊
治
療

制
度
と
正
規
労
働
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
労
働
市
場
を
支
援
す
る

保
育
制
度
が
出
産
を
促
す
ベ
ル

ギ
ー
、
貧
困
家
庭
児
童
を
救
済
す

る
た
め
の
徹
底
し
た
両
親
の
労
働

市
場
へ
の
参
加
を
推
進
し
た
結
果

と
し
て
出
生
率
が
上
昇
し
た
イ
ギ

リ
ス
、
大
胆
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と

出
産
給
付
金
で
出
産
ブ
ー
ム
を
仕

掛
け
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
、
そ

の
処
方
箋
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

ど
の
先
進
国
も
子
育
て
支
援
の
背

景
に
は
「
人
口
減
少
に
よ
る
経
済

力
衰
退
」
に
対
す
る
危
惧
が
あ

る
。
し
か
し
、
人
口
増
強
策
と
し

て
ど
の
よ
う
に
国
民
を
「
反
発
な

く
誘
導
す
る
か
」
の
回
答
が
諸
国

で
異
な
っ
て
い
る
。
ど
の
制
度
が

も
っ
と
も
日
本
に
有
効
か
は
、
単

な
る
成
功
国
の
も
の
真
似
で
は
な

く
、
日
本
の
少
子
化
に
お
い
て
問

題
と
な
っ
て
い
る
社
会
的
な
障

害
を
最
も
取
り
除
く
支
援
策
最

優
先
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

２
０
１
０
年
に
欧
州
ヒ
ト
生
殖
学

会
（ESH

RE

）
第
26
回
総
会
で

イ
ギ
リ
ス
の
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
よ

り
発
表
さ
れ
た
「
ス
タ
ー
テ
ィ
ン

グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
大
規

模
国
際
調
査
の
結
果
が
示
唆
に
富

む
。同
調
査
は
、妊
娠
を
望
む
カ
ッ

プ
ル
の
意
志
決
定
過
程
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
回
答
者
1
万
名
以

上
も
の
調
査
で
あ
る
。
同
調
査
に

お
い
て
、
妊
娠
に
関
す
る
知
識
は

各
国
に
よ
り
大
き
な
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
中
で
も
日
本
は
知
識
レ
ベ

ル
が
非
常
に
低
い
国
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
。「
36
歳
を
境
と
し
て
、

女
性
の
妊
娠
力
は
低
下
す
る
か
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
の
正
解
率

は
カ
ナ
ダ
82
・
１
％
、
イ
ギ
リ
ス

71
・
９
％
に
対
し
、
日
本
は
わ
ず

か
29
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
女
性
の
生
殖
能
力
に
関

す
る
極
端
な
国
民
の
無
知
は
ア
ジ

ア
の
少
子
化
国
に
共
通
し
て
い

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
出
産

な
く
し
て
、
育
児
は
な
い
。
育
児

支
援
策
の
大
前
提
と
し
て
、
そ
し

て
ハ
イ
リ
ス
ク
出
産
か
ら
女
性
の

体
を
守
る
と
い
う
意
味
で
も
、
妊

娠
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
早
急

な
啓
発
が
わ
が
国
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

７　

少
子
化
を
脱
却
し
た
支
援
策

か
ら
の
示
唆


